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 牛伝染性リンパ腫(EBL)は、監視伝染病の

中で最も発生数が多く、牛伝染性リンパ腫ウ

イルス(BLV)に一度感染すると生涯持続感染

が成立するため、農家への経済的被害が大き

い疾病の1つである。発生農場では、感染牛

と非感染牛の分離飼育、感染牛の摘発淘汰等

により清浄化を推進しているが、近年、BLV

に感受性または抵抗性を持つ牛が存在し、そ

れらが特定の遺伝子に起因していることが判

明している。牛では第23番染色体上に存在す

る主要組織適合遺伝子複合体(MHC)領域のDR

B3遺伝子がBLVに対する感受性や抵抗性に関

与し、抵抗性遺伝子であるDRB3*009:02を保

有すると、BLVの排出量が極めて少ないこと

や発症のリスクが低いことが報告されている

［1-3］。今回、EBL対策の一助とすること

を目的として、DRB3*009:02に係る調査を実

施したので、その概要を報告する。 

 

１ 調査概要 

管内の一酪農家で飼養されている乳用牛68

頭のうち、2023年5月の検査でBLVの抗体が

陰性であった17頭および抗体が陽性であった

47頭中17頭、合計34頭を調査の対象とした。 

 調査内容は、抵抗性遺伝子であるDRB3*00

9:02の保有状況、DRB3*009:02保有牛の血縁

関係、DRB3*009:02とBLVプロウイルス量の

関連性の3項目とし、遺伝子検査については、

宮崎大学農学部獣医学科産業動物伝染病防疫

学研究室にデジタルPCRによる絶対定量(IPA

TS-BLV法)[4]を依頼した(図1、2)。なお、

今回の調査において、全頭から感受性遺伝子

(DRB3*016:01)は検出されなかったため、DR

B3*009:02およびBLVプロウイルス量について

のみ解析を実施した。 

 

２ 調査結果 

（１）DRB3*009:02の保有状況 

DRB3*009:02を保有していたのは34頭中8

頭であり(表1)、うち5頭はDRB3*009:02を保



 

 

有するDNAの割合が0.5に近い数値となった

ため、DRB3*009:02をヘテロで保有している

ことが推察されたが、残りの3頭はその割合

が「0.5」または「1.0」以外の数値であっ

たため、血液キメラが疑われた。 

（２）DRB3*009:02保有牛の血縁関係 

 DRB3*009:02保有牛8頭中2頭6組に血縁関

係があり、血液キメラを疑った3頭はいずれ

も双子であった(表2)。 

（３）DRB3*009:02とBLVプロウイルス量の

関連性 

 抗体検査および遺伝子検査の結果より、BL

V感染牛は34頭中21頭と判明し、その内訳は

①DRB3*009:02非保有牛：15頭、②DRB3*009:

02保有牛：6頭であった。BLVプロウイルス

量(copies/50ngDNA)の平均値(±標準偏差)

は、①2342.7(±2193.9)、②497.7(±936.

2)であり、①と②には5%水準(t検定、p=0.0

14)で有意差が認められた。また、血液キメ

ラを除外したDRB3*009:02保有牛3頭のBLVプ

ロウイルス量は③33.7(±55.7)であり、①

と③には1%水準(t検定、p=0.001)で有意差

が認められた(表3)。 

 

３ まとめおよび考察 

調査を実施した34頭中8頭(23.5%)がDRB3*

009:02を保有しており、2017年鳥取県の調

査[5]では保有率が5.6%、2021年岩手県の調

査[6]では保有率が4.7%であったことから、

今回の農場における保有率は比較的高い数値

であったと考える。また、DRB3*009:02保有

牛8頭のうち、2組6頭に血縁関係があり、当

該遺伝子が親から子へ遺伝していたことから、

BLV対策としては、DRB3*009:02保有牛の保

留や交配を計画的に実施し、農場内のDRB3*0

09:02保有牛を増やすことが可能であり重要

と考える。 

DRB3*009:02保有牛8頭中6頭はBLVに感染

していたが、DRB3*009:02保有牛と非保有牛

のBLVプロウイルス量には有意差が認められ、



 

 

血液キメラを除くDRB3*009:02保有牛3頭すべ

てがBLVプロウイルス量100コピー未満の超

低リスク牛であったことから、林らの報告

[3]のとおり、DRB3*009:02はBLVの排出抑制

に関与していると推察された。一方、血液キ

メラでは、胎盤の血管吻合により交流した造

血細胞は妊娠中だけでなく出生後も維持され

る(図3)ため、DRB3*009:02を保有する細胞

の割合が低下した場合、BLVに対する抵抗性

が本来よりも低下する可能性が示唆された。 

今後は、DRB3*009:02の保有率だけでなく、

当該牛の遺伝子型や親子関係も正確に把握し、

分離飼育や摘発淘汰等のEBL対策に繋げるこ

とが重要と考える。 

稿を終えるにあたり、今回、DRB3*009:02、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DRB3*016:01およびBLVに係る遺伝子検査を

実施していただいた宮崎大学農学部獣医学科

産業動物伝染病防疫学研究室の関口敏先生、

野津昂亮先生に深謝いたします。 
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